
令和５年度（２０２３年度）第３回東海市まちづくり評価委員会 

次   第 

 

日 時：令和５年（２０２３年）７月３日（月） 

午後２時から             

場 所：市役所３０２会議室（３階）      

 

１ 開 会 

 

 

２ 議 題 

令和４年度（２０２２年度）のまちづくりに関する評価（施策評価）について 

 

  都市基盤（６施策） 

 

  地域づくり・行政経営（４施策） 

 

 

３ 今後の予定 



分野別成果動向一覧  第５章「都市基盤」
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≪まちづくり指標の状況≫

［10年後めざそう値を達成した指標］

≪成果指標の状況≫

≪第５章「都市基盤」指標の状況≫
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ていると思う人の割合

子ども、高齢者、障害者などが安全に移動で
きる道路が整備されていると思う人の割合

［基準値と比較して悪化した指標］

0044 大雨に対する安全性が高いと思う人の割合

3212
まちに咲く花を目にして四季を感じている人
の割合

耐震補強した橋りょうの割合

3211 花壇コンクールへの参加申し込み数
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【まちづくり指標】「自宅周辺が住みやすい場所（所）だと思う人の割合」はじめ3指標が10年
後めざそう値（R5(2023)）を達成したほか、「買い物、通勤、通学などの日常生活の移動がし
やすいと思う人の割合」など、基準値と比較して全6指標が改善した。
【成果指標】「使用収益開始率」はじめ23指標、分野全体で88.5％が基準値より改善した。ま
た、基準値以下となった指標は、3指標（11.5％）で、前年度より悪化した指標は、8指標
（30.7％）となった。
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東海市施策評価システム 施策評価表

施策 29 地域の特性を生かした土地利用を推進する

体系
章
めざすまちの姿
施策主管課

理念都市基盤 活力
住宅地、農地、商業地、工業地などに地区が区分けされ、土地が有効利用されている
都市計画課

まちづくり指標

0040指標

方向性

自宅周辺が住みやすい場所（所）だと思う人
の割合

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 改善

めざすまちの姿の実現に向けた達成度及び施策の評価(主要施策報告書記載用)
　施策の成果動向は、順調と評価する。
　まちづくり指標は、基準値から6.0ポイント向上している。これは市内における土地区画整理
事業が着実に実施され、道路や公園などの都市基盤の整備が進んだためと考える。
　今後も、将来にわたり持続可能な集約型まちづくりを目指し、市民ニーズの把握に努めなが
ら、調和のとれたまちづくりを推進していく。

成果動向 ●順調　　　　　　　　　　○横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

単位施策の名称 成果動向 成果指標の名称 対
基準値

対
前年度

01

中心市街地を活性化す
る指標

方向性

指標の推移

単位施策及び成果指標の動向等

順調

2911使用収益開始率 改善 横ばい

2912 道路の整備済み延長の割合 改善 横ばい

2913 中心市街地エリアの人口 改善 改善

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

(0)
(4)
(0)

02

土地を有効活用する 順調

2921 住居、農地、店舗、工場などが整然としていると思う人の割合 改善 改善

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

(0)
(6)
(0)

03

活気のある地区拠点を
つくる 順調

2931 土地区画整理事業の施行済地区内の土地の有効利用率 改善 改善

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

(6)
(1)
(0)

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

対基準値:6.0ポイント増／基準値からの推移:○
10年後めざそう値達成率:130.4％
年齢別:差異有、職業別:差異有、地区別:差異有
要因:土地区画整理事業による都市基盤の整備が順
調に進んでいることが影響していると考える。

出力日: 2023年6月16日



東海市施策評価システム 単位施策評価表

単位施策 01 中心市街地を活性化する

体系
章
施策
単位施策主管課

理念都市基盤 活力
29 地域の特性を生かした土地利用を推進する

中心街整備課

成果指標

2911指標番号

方向性
使用収益開始率

単位
％

基準値 R02 R03 R04
52.9 99.8 100.0 100.0

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 横ばい

2912指標番号

方向性
道路の整備済み延長の割合

単位
％

基準値 R02 R03 R04
67.9 100 100.0 100.0

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 横ばい

2913指標番号

方向性
中心市街地エリアの人口

単位
人

基準値 R02 R03 R04
3,695 5,080 5,142 5,169

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 改善

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

単位施策内の事業進捗状況(事業数)
活動進捗
成果状況
次年度に向けての課題
次年度方向性

非常に順調
向上

あり（重大）
維持

予定通り
維持・横ばい
あり

見直し

遅延あり
低下
なし

休廃止

0
0
0

3

4
4
0

0

0
0
4

0

単位施策の評価
　単位施策の成果動向は、順調と評価する。
　太田川駅周辺土地区画整理事業は事業完了に向け順調に進展しており、前年度までに「使用
収益開始率」は基準値52.9％から100％に、「道路の整備済み延長の割合」は基準値の67.9％
から100％に向上した。「中心市街地エリアの人口」は、宅地整備の完了により住宅建築が活
発に行われ、また、良好な住環境などを背景に住宅需要も旺盛であることから、基準値から1,
474人、前年度比で27人の増加となったものである。
　今後も、太田川駅周辺土地区画整理事業の完了に向けて、引き続き事業の推進に取り組んで
いく。

成果動向 ●順調　　　　　　　　　　○横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

NO キー
コード 事業名 担当課 活動進捗 成果状況 次年度に向

けての課題
次年度
方向性

出力日: 2023年6月16日

1 940 太田川駅周辺土地区画整理事業特別会計繰出金
中心街整備
課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

2 2518 換地処分事業 中心街整備
課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

3 925 道路・排水路等整備事業 中心街整備
課 予定通り 維持・横ばい なし 完了

4 929 太田川駅周辺土地区画整理広報事業
中心街整備
課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

単位施策内事務事業評価表（通常評価）

完了 1



東海市施策評価システム 単位施策評価表

単位施策 02 土地を有効活用する

体系
章
施策
単位施策主管課

理念都市基盤 活力
29 地域の特性を生かした土地利用を推進する

都市計画課

成果指標

2921指標番号

方向性

住居、農地、店舗、工場などが整然としてい
ると思う人の割合

単位
％

基準値 R02 R03 R04
52.0 63.5 62.1 63.6

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 改善

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

単位施策内の事業進捗状況(事業数)
活動進捗
成果状況
次年度に向けての課題
次年度方向性

非常に順調
向上

あり（重大）
維持

予定通り
維持・横ばい
あり

見直し

遅延あり
低下
なし

休廃止

0
0
0

6

6
6
0

0

0
0
6

0

単位施策の評価
　単位施策の成果動向は、順調と評価する。
　成果指標は、基準値から11.6ポイント向上していることから順調と考える。地区別にみると
平洲、大田地区が高く土地区画整理事業等を計画的に進めたことが評価されたものと考える。
　今後は、都市計画マスタープラン等の作成にあたり、調整を図りながら地域の特性を生かし
た調和のとれたまちなみの形成を推進していく。

成果動向 ●順調　　　　　　　　　　○横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

NO キー
コード 事業名 担当課 活動進捗 成果状況 次年度に向

けての課題
次年度
方向性

出力日: 2023年6月16日

1 795 生産緑地管理事業 都市計画課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

2 802 都市計画マスタープラン策定事業 都市計画課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

3 1279 都市計画基本図修正事業 都市計画課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

4 2120 社会資本総合整備計画策定事業 都市計画課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

5 2787 名和駅西地区地籍調査事業 土木課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

6 2932 名和駅西地区地籍調査事業（繰越明許費） 土木課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

単位施策内事務事業評価表（通常評価）

完了 0



東海市施策評価システム 単位施策評価表

単位施策 03 活気のある地区拠点をつくる

体系
章
施策
単位施策主管課

理念都市基盤 活力
29 地域の特性を生かした土地利用を推進する

市街地整備課

成果指標

2931指標番号

方向性

土地区画整理事業の施行済地区内の土地
の有効利用率

単位
％

基準値 R02 R03 R04
91.9 93.5 93.6 94.0

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 改善

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

単位施策内の事業進捗状況(事業数)
活動進捗
成果状況
次年度に向けての課題
次年度方向性

非常に順調
向上

あり（重大）
維持

予定通り
維持・横ばい
あり

見直し

遅延あり
低下
なし

休廃止

0
6
0

6

6
1
0

0

1
0
7

0

単位施策の評価
　単位施策の成果動向は、順調と評価する。
　成果指標は、基準値から2.1ポイント向上しており、その理由としては、土地区画整理事業
の施行済地区内において農地から都市的土地利用への転換が図られたことによるものと考える
。
　今後は、現在施行中の土地区画整理事業においても、早期に地区全体の都市的土地利用が実
現するよう調整を行っていく。

成果動向 ●順調　　　　　　　　　　○横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

NO キー
コード 事業名 担当課 活動進捗 成果状況 次年度に向

けての課題
次年度
方向性

出力日: 2023年6月16日

1 3299 太田川駅西地区都市計画図書等作成事業（繰越明許費）
市街地整備
課 予定通り 向上 なし 完了

2 3158 太田川駅東地区都市再構築型優良建築物等整備費補助事業
中心街整備
課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

3 2165 太田川駅西土地区画整理事業 市街地整備
課 予定通り 向上 なし 維持

4 2746 名和駅西土地区画整理事業 市街地整備
課 予定通り 向上 なし 維持

5 2802 加木屋中部土地区画整理事業特別会計繰出金
市街地整備
課 予定通り 向上 なし 維持

6 3062 道路・排水路等整備事業 市街地整備
課 予定通り 向上 なし 維持

7 2073 道路・排水路等整備事業（繰越明許費）
市街地整備
課 遅延あり 向上 なし 維持

単位施策内事務事業評価表（通常評価）

完了 1



東海市施策評価システム 施策評価表

施策 30 だれもが安全に安心して通行できる道路をつくる

体系
章
めざすまちの姿
施策主管課

理念都市基盤 安心
子ども、高齢者、障害者などが安全に移動できる
土木課

まちづくり指標

0041指標

方向性

子ども、高齢者、障害者などが安全に移動で
きる道路が整備されていると思う人の割合

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 悪化

めざすまちの姿の実現に向けた達成度及び施策の評価(主要施策報告書記載用)
　施策の成果動向は、横ばいと評価する。
　まちづくり指標は前年度より0.2ポイント減少しているものの、10年後めざそう値を達成して
いる。地区別で大田地区のまちづくり指標が基準値を大きく上回っていることは、幹線道路や
土地区画整理事業における道路が整備され、また、計画的に維持修繕を実施したことが要因と
考える。しかし、道路整備を進んでいるものの、供用開始に至っていない道路が多いことが前
年度より指標値が減少している要因と考える。
　今後も引き続き、駅及び公共施設周辺を中心に道路改良を進めるとともに、橋りょう長寿命
化等の維持修繕や耐震化を計画的に進めていく。

成果動向 ○順調　　　　　　　　　　●横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

単位施策の名称 成果動向 成果指標の名称 対
基準値

対
前年度

01

安全な道路環境をつくる指標

方向性

指標の推移

単位施策及び成果指標の動向等

横ばい

3011都市計画道路網の歩道整備率 改善 横ばい

3012 歩道の設置が十分だと思う人の割合 改善 悪化

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

(2)
(13)
(0)

02

道路施設の維持修繕や
耐震化を進める 横ばい

3021 維持修繕した道路の割合 改善 改善

3022 長寿命化した橋りょうの割合 改善 横ばい

3023 耐震補強した橋りょうの割合 改善 横ばい

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

(0)
(8)
(0)

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

対基準値:7.7ポイント増／基準値からの推移:○
10年後めざそう値達成率:108.5％
年齢別:差異有、職業別:差異有、地区別:差異有
要因:都市計画道路名古屋半田線の供用開始や、道
路施設の適切な修繕の実施による向上と考える。

出力日: 2023年6月16日



東海市施策評価システム 単位施策評価表

単位施策 01 安全な道路環境をつくる

体系
章
施策
単位施策主管課

理念都市基盤 安心
30 だれもが安全に安心して通行できる道路をつくる

土木課

成果指標

3011指標番号

方向性
都市計画道路網の歩道整備率

単位
％

基準値 R02 R03 R04
63.6 65.8 66.5 66.5

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 横ばい

3012指標番号

方向性
歩道の設置が十分だと思う人の割合

単位
％

基準値 R02 R03 R04
28.8 36.3 35.0 34.3

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 悪化

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

単位施策内の事業進捗状況(事業数)
活動進捗
成果状況
次年度に向けての課題
次年度方向性

非常に順調
向上

あり（重大）
維持

予定通り
維持・横ばい
あり

見直し

遅延あり
低下
なし

休廃止

0
2
0

15

10
13
11

0

5
0
4

0

単位施策の評価
　単位施策の成果動向は、横ばいと評価する。
　「都市計画道路網の歩道整備率」は、歩道の有する道路の整備が実施されなかったことによ
り、前年度と比較し、横ばいである。また、「歩道の設置が十分だと思う人の割合」は、前年
度と比較し、0.7ポイント減少しているものの、基準値から5.5ポイント増加しており、都市計
画道路名古屋半田線の市内全線開通など道路整備が順調に進んでいることや、土地区画整理事
業により区画道路等における歩車分離がなされ、安全性が向上したことが要因と考える。
　今後も引き続き、安全な道路環境の促進を図るため、土地区画整理事業による道路整備や、
各道路整備事業を計画的に進めていく。

成果動向 ○順調　　　　　　　　　　●横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

NO キー
コード 事業名 担当課 活動進捗 成果状況 次年度に向

けての課題
次年度
方向性

出力日: 2023年6月16日

1 2124 道路区域決定図作成事業 土木課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

2 868 境界立会事業 土木課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

3 874 道路橋りょう維持管理経費 土木課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

4 897 道路交通安全施設整備事業 土木課 予定通り 維持・横ばい あり 維持

5 1290 三ツ池線始め８路線道路改良事業 土木課 遅延あり 向上 あり 維持

6 1596 狭あい道路整備事業 土木課 遅延あり 維持・横ばい あり 維持

7 1897 木田北部土地改良事業関連道路整備事業 土木課 予定通り 維持・横ばい あり 維持

8 2273 狭あい道路整備事業（繰越明許費） 土木課 遅延あり 維持・横ばい あり 維持

9 2301 三ツ池線始め８路線道路改良事業（繰越明許費） 土木課 予定通り 向上 あり 維持

10 2320 下畑９号線始め３路線道路改良事業 土木課 遅延あり 維持・横ばい あり 維持

11 2783 南柴田８号線始め２路線道路改良事業 土木課 遅延あり 維持・横ばい あり 維持

12 2797 新池北線始め２路線道路改良事業 土木課 予定通り 維持・横ばい あり 維持

13 3273 踏切道改良事業 土木課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

14 3295 新池北線始め２路線道路改良事業（繰越明許費） 土木課 予定通り 維持・横ばい あり 維持

15 3296 西御門３号線始め４路線道路改良事業（繰越明許費） 土木課 予定通り 維持・横ばい あり 維持

単位施策内事務事業評価表（通常評価）

完了 0



東海市施策評価システム 単位施策評価表

単位施策 02 道路施設の維持修繕や耐震化を進める

体系
章
施策
単位施策主管課

理念都市基盤 安心
30 だれもが安全に安心して通行できる道路をつくる

土木課

成果指標

3021指標番号

方向性
維持修繕した道路の割合

単位
％

基準値 R02 R03 R04
0 55.8 55.8 59.5

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 改善

3022指標番号

方向性
長寿命化した橋りょうの割合

単位
％

基準値 R02 R03 R04
2.04 32.7 32.7 32.7

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 横ばい

3023指標番号

方向性
耐震補強した橋りょうの割合

単位
％

基準値 R02 R03 R04
28.6 42.9 44.9 44.9

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 横ばい

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

単位施策内の事業進捗状況(事業数)
活動進捗
成果状況
次年度に向けての課題
次年度方向性

非常に順調
向上

あり（重大）
維持

予定通り
維持・横ばい
あり

見直し

遅延あり
低下
なし

休廃止

0
0
0

8

8
8
0

0

0
0
8

0

単位施策の評価
　単位施策の成果動向は、横ばいと評価する。
　成果指標は、3指標とも基準値と比べて改善しており、特に「維持修繕した道路の割合」は
、前年度から3.7ポイント増加している。これは道路修繕工事を実施したことが要因である。
「耐震補強した橋りょうの割合」及び「長寿命化した橋りょうの割合」は前年度から横ばいに
推移している。これは経済的に工事を進めるため耐震補強と長寿命化を同時施工するよう計画
しているが、指標対象の橋梁修繕が年度内に完了しなかったことが要因である。
　現在は、幹線道路の車道の舗装修繕を重点的に行っているが、今後は市民に密着した生活道
路や幹線道路における歩道の修繕も進めていく。

成果動向 ○順調　　　　　　　　　　●横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

NO キー
コード 事業名 担当課 活動進捗 成果状況 次年度に向

けての課題
次年度
方向性

出力日: 2023年6月16日

1 880 大池北線維持補修事業 土木課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

2 881 道路橋りょう維持補修事業 土木課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

3 883 横須賀高校前横断歩道橋維持補修事業 土木課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

4 1656 西番水橋維持補修事業 土木課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

5 2107 道路交通安全施設維持補修事業 土木課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

6 3046 義路橋維持補修事業 土木課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

7 3297 伏見四丁目２号橋維持補修事業（繰越明許費） 土木課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

8 3298 前田橋維持補修事業（繰越明許費） 土木課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

単位施策内事務事業評価表（通常評価）

完了 0



東海市施策評価システム 施策評価表

施策 31 快適に移動がしやすい交通環境をつくる

体系
章
めざすまちの姿
施策主管課

理念都市基盤 快適
買い物、通勤、通学などの日常生活の移動がしやすい
土木課

まちづくり指標

0042指標

方向性

買い物、通勤、通学などの日常生活の移動が
しやすいと思う人の割合

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 悪化

めざすまちの姿の実現に向けた達成度及び施策の評価(主要施策報告書記載用)
　施策の成果動向は、横ばいと評価する。
　まちづくり指標は、前年度から0.7ポイント減少したが基準値と比較し、4.7ポイント増加し
た。地区別で大田地区のまちづくり指標が基準値から高い数値であることは、土地区画整理事
業による道路整備が進んでいることや公共交通機関の利便性が高いことが要因と考える。一方
、道路整備は進んでいるものの、多くの路線で供用開始に至っていないことが、前年度より指
標値が減少している要因と考える。
　今後も、幹線道路網の整備を進めるとともに、利用者のニーズにあわせた公共交通の充実に
努めていく。

成果動向 ○順調　　　　　　　　　　●横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

単位施策の名称 成果動向 成果指標の名称 対
基準値

対
前年度

01

幹線道路をつくる指標

方向性

指標の推移

単位施策及び成果指標の動向等

横ばい

3111都市計画道路の整備率 改善 改善

3112 市内を車で移動する時にスムーズにできていると思う人の割合 改善 悪化

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

(0)
(15)
(0)

02

公共交通機関の利便性
を高める　 順調

3121 らんらんバスの年間利用者数 改善 改善

3122 鉄道やバスなどの公共交通機関が利用しやすいと思う人の割合 改善 改善

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

(0)
(4)
(0)

03

自動車・自転車などの駐
車スペースを確保する 順調

3131 公共施設や駅周辺に駐車場や駐輪場が十分設置されていると思う人の割合 改善 改善

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

(0)
(0)
(0)

04

市内をわかりやすく案内
する 横ばい

3141 公共施設への案内標識が充実していると思う人の割合 改善 悪化

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

(0)
(1)
(0)

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

対基準値:4.7ポイント増／基準値からの推移:○
10年後めざそう値達成率:97.9％
年齢別:差異有、職業別:差異有、地区別:差異有
要因:都市計画道路名古屋半田線の全線開通や、公
共交通機関の利便性の向上によるものと考える。

出力日: 2023年6月16日



東海市施策評価システム 単位施策評価表

単位施策 01 幹線道路をつくる

体系
章
施策
単位施策主管課

理念都市基盤 快適
31 快適に移動がしやすい交通環境をつくる

土木課

成果指標

3111指標番号

方向性
都市計画道路の整備率

単位
％

基準値 R02 R03 R04
83.9 87.6 87.6 88.4

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 改善

3112指標番号

方向性

市内を車で移動する時にスムーズにできて
いると思う人の割合

単位
％

基準値 R02 R03 R04
66.8 73.6 72.3 72.1

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 悪化

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

単位施策内の事業進捗状況(事業数)
活動進捗
成果状況
次年度に向けての課題
次年度方向性

非常に順調
向上

あり（重大）
維持

予定通り
維持・横ばい
あり

見直し

遅延あり
低下
なし

休廃止

0
0
0

14

8
15
10

0

7
0
5

0

単位施策の評価
　単位施策の成果動向は、横ばいと評価する。
　「都市計画道路の整備率」は基準値から4.5ポイント増加、「車で移動する時にスムーズに
できていると思う人の割合」は基準値から5.3ポイント増加しているが、対前年度では0.3ポイ
ント減少しているため、単位施策全体では横ばいと考える。基準値から増加しているのは、幹
線道路や土地区画整理事業における道路が整備され、安全性が向上したことが要因と考える。
一方、対前年度から減少しているのは、都市計画道路名古屋半田線の供用開始時期が遅れたこ
とが要因と考える。
　今後も引き続き、幹線道路整備の促進を図るため、計画的に事業を進めていく。

成果動向 ○順調　　　　　　　　　　●横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

NO キー
コード 事業名 担当課 活動進捗 成果状況 次年度に向

けての課題
次年度
方向性

出力日: 2023年6月16日

1 1288 向山南北線始め１０路線道路改良事業 土木課 遅延あり 維持・横ばい あり 維持

2 1301 元浜加木屋線道路改良事業 土木課 遅延あり 維持・横ばい あり 維持

3 2468 向山南北線始め１０路線道路改良事業（繰越明許費） 土木課 予定通り 維持・横ばい あり 維持

4 2541 太田川駅前通り線道路改良事業 土木課 予定通り 維持・横ばい あり 維持

5 2778 太田川駅前通り線道路改良事業（繰越明許費） 土木課 予定通り 維持・横ばい あり 維持

6 2785 西知多道路大田インターチェンジ１号線始め３路線道路新設事業 土木課 予定通り 維持・横ばい あり 維持

7 3294 大田インター周辺道路整備事業（繰越明許費） 土木課 予定通り 維持・横ばい あり 維持

8 2326 （仮称）新木田橋整備事業 土木課 遅延あり 維持・横ばい あり 維持

9 3033 県道名古屋半田線道路開通式典開催事業 土木課 予定通り 維持・横ばい なし 完了

10 3293 横須賀駅西通線街路整備事業（繰越明許費） 土木課 遅延あり 維持・横ばい あり 維持

11 1305 養父森岡線街路整備事業 新駅周辺整
備推進課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

12 1368 （仮称）鈴井田橋整備事業 新駅周辺整
備推進課 遅延あり 維持・横ばい なし 維持

13 1787 養父森岡線街路整備事業（繰越明許費）
新駅周辺整
備推進課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

14 2456 （仮称）鈴井田橋整備事業（繰越明許費）
新駅周辺整
備推進課 遅延あり 維持・横ばい なし 維持

15 913 横須賀駅西通線街路整備事業 土木課 遅延あり 維持・横ばい あり 維持

単位施策内事務事業評価表（通常評価）

完了 1



東海市施策評価システム 単位施策評価表

単位施策 02 公共交通機関の利便性を高める　

体系
章
施策
単位施策主管課

理念都市基盤 快適
31 快適に移動がしやすい交通環境をつくる

交通防犯課

成果指標

3121指標番号

方向性
らんらんバスの年間利用者数

単位
人/年

基準値 R02 R03 R04
290,880 299,336 284,794 307,202

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 改善

3122指標番号

方向性

鉄道やバスなどの公共交通機関が利用しや
すいと思う人の割合

単位
％

基準値 R02 R03 R04
49.0 52.7 49.5 52.2

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 改善

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

単位施策内の事業進捗状況(事業数)
活動進捗
成果状況
次年度に向けての課題
次年度方向性

非常に順調
向上

あり（重大）
維持

予定通り
維持・横ばい
あり

見直し

遅延あり
低下
なし

休廃止

0
0
0

3

4
4
0

0

0
0
4

0

単位施策の評価
　単位施策の成果動向は、順調と評価する。
　「らんらんバスの年間利用者数」は、基準値と比べ16,322人の増加となっており、「公共交
通機関が利用しやすいと思う人の割合」も、基準値と比べ3.2ポイント増加している。コロナ
禍において、テレワークの浸透などによる働き方の変化や、手続きのオンライン化などをはじ
めとするデジタル化が進んでいるが、通勤、通学、買い物、観光等の社会経済活動において、
公共交通はなくてはならない移動手段のひとつとして認識されているものと考える。
　高齢化や人口減少など社会構造の変化により、公共交通に求められるニーズは今後も変化す
るため、交通事業者と共に地域の交通体系の維持・改善に繋がるような取組を継続していく。

成果動向 ●順調　　　　　　　　　　○横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

NO キー
コード 事業名 担当課 活動進捗 成果状況 次年度に向

けての課題
次年度
方向性

出力日: 2023年6月16日

1 29 循環バス運行事業 交通防犯課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

2 3124 聚楽園駅バリアフリー化補助事業（繰越明許費） 都市計画課 予定通り 維持・横ばい なし 完了

3 2309 新駅周辺等整備事業 新駅周辺整
備推進課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

4 2612 新駅周辺等整備事業（繰越明許費） 新駅周辺整備推進課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

単位施策内事務事業評価表（通常評価）

完了 1



東海市施策評価システム 単位施策評価表

単位施策 03 自動車・自転車などの駐車スペースを確保する

体系
章
施策
単位施策主管課

理念都市基盤 快適
31 快適に移動がしやすい交通環境をつくる

土木課

成果指標

3131指標番号

方向性

公共施設や駅周辺に駐車場や駐輪場が十
分設置されていると思う人の割合

単位
％

基準値 R02 R03 R04
56.7 65.1 64.3 65.7

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 改善

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

単位施策内の事業進捗状況(事業数)
活動進捗
成果状況
次年度に向けての課題
次年度方向性

非常に順調
向上

あり（重大）
維持

予定通り
維持・横ばい
あり

見直し

遅延あり
低下
なし

休廃止

0
0
0

0

0
0
0

0

0
0
0

0

単位施策の評価
　単位施策の成果動向は、順調と評価する。
　成果指標は、前年度と比較し1.4ポイント増加、基準値と比較して9.0ポイント増加している
。地区別で、特に大田地区は、基準値と比較し22.2ポイント増加しているのは、太田川駅周辺
において駐車場が充実し、各施設利用者の駐車場が十分に確保されたためと考える。また、年
齢別では16～19歳、職業別では学生が高い数値であり、自転車等駐車場利用の定着が図られて
いると考える。
　今後も地域の実情に応じた施設の必要性や高齢者、障害者等が円滑に利用できる措置も視野
に入れながら、駐車スペースの確保について検討を進めていく。

成果動向 ●順調　　　　　　　　　　○横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

NO キー
コード 事業名 担当課 活動進捗 成果状況 次年度に向

けての課題
次年度
方向性

出力日: 2023年6月16日

単位施策内事務事業評価表（通常評価）

完了 0



東海市施策評価システム 単位施策評価表

単位施策 04 市内をわかりやすく案内する

体系
章
施策
単位施策主管課

理念都市基盤 快適
31 快適に移動がしやすい交通環境をつくる

土木課

成果指標

3141指標番号

方向性

公共施設への案内標識が充実していると思
う人の割合

単位
％

基準値 R02 R03 R04
57.8 67.9 69.5 67.3

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 悪化

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

単位施策内の事業進捗状況(事業数)
活動進捗
成果状況
次年度に向けての課題
次年度方向性

非常に順調
向上

あり（重大）
維持

予定通り
維持・横ばい
あり

見直し

遅延あり
低下
なし

休廃止

0
0
0

1

1
1
0

0

0
0
1

0

単位施策の評価
　単位施策の成果動向は、横ばいと評価する。
　成果指標は、前年度と比較し2.2ポイント減少したが、基準値と比較し9.5ポイント増加した
。全世代で基準値を上回る結果となったのは、各地区の幹線道路の交差点において、地点名標
識を設置したことにより、カーナビ及び携帯地図の音声案内での交差点名や地点名が認識しや
すくなったこと等が要因と考える。一方、対前年度から減少しているのは、高齢世代の主なア
クセス方法の変化等が要因と考える。
　今後の幹線道路網の整備に伴い、適切な案内及び誘導が重要になるため、高齢世代にもわか
りやすい案内標識の充実に努めていく。

成果動向 ○順調　　　　　　　　　　●横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

NO キー
コード 事業名 担当課 活動進捗 成果状況 次年度に向

けての課題
次年度
方向性

出力日: 2023年6月16日

1 1462 施設案内標識設置事業 土木課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

単位施策内事務事業評価表（通常評価）

完了 0



東海市施策評価システム 施策評価表

施策 32 花と緑の豊かなまちなみをつくる

体系
章
めざすまちの姿
施策主管課

理念都市基盤 快適
まちに花や緑が豊かである
花と緑の推進課

まちづくり指標

0043指標

方向性
花や緑が充実していると思う人の割合

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 改善

めざすまちの姿の実現に向けた達成度及び施策の評価(主要施策報告書記載用)
　施策の成果動向は、順調と評価する。
　まちづくり指標は、基準値から3.1ポイント、前年度から0.5ポイント向上している。その理
由としては、公園緑地整備及び花と緑のまちづくりの推進と、適切な維持管理を実施している
ことが要因であると考える。
　今後も引き続き、公園施設の長寿命化と整備を計画的に実施するとともに、市民との協働に
よる花いっぱいのまちづくりの推進や、次世代に緑を引き継ぐ取り組みを進めていく。

成果動向 ●順調　　　　　　　　　　○横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

単位施策の名称 成果動向 成果指標の名称 対
基準値

対
前年度

01

暮らしのなかを花いっぱ
いにする指標

方向性

指標の推移

単位施策及び成果指標の動向等

順調でない

3211花壇コンクールへの参加申し込み数 悪化 悪化

3212 まちに咲く花を目にして四季を感じている人の割合 悪化 悪化

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

(0)
(1)
(1)

02

豊かな緑につつまれた
まちにする 横ばい

3221 公共施設緑地面積 改善 悪化

3222 次世代に緑を残したいと感じている人の割合 悪化 改善

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

(1)
(4)
(1)

03

魅力ある公園・街路樹を
つくる 順調

3231 一人当たりの公園面積 改善 改善

3232 まちの公園・街路樹などに満足している市民の割合 改善 悪化

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

(4)
(12)
(0)

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

対基準値:3.1ポイント増／基準値からの推移:△
10年後めざそう値達成率:58.5％
年齢別:差異無、職業別:差異無、地区別:差異無
要因:公園整備及び花と緑のまちづくりの推進と、
適切な維持管理ができたことによるものと想定。

出力日: 2023年6月16日



東海市施策評価システム 単位施策評価表

単位施策 01 暮らしのなかを花いっぱいにする

体系
章
施策
単位施策主管課

理念都市基盤 快適
32 花と緑の豊かなまちなみをつくる

花と緑の推進課

成果指標

3211指標番号

方向性
花壇コンクールへの参加申し込み数

単位
件/年

基準値 R02 R03 R04
156 154 150 145

指標の推移 対基準値 → 悪化 対前年度 → 悪化

3212指標番号

方向性

まちに咲く花を目にして四季を感じている人
の割合

単位
％

基準値 R02 R03 R04
80.9 77.1 77.9 76.0

指標の推移 対基準値 → 悪化 対前年度 → 悪化

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

単位施策内の事業進捗状況(事業数)
活動進捗
成果状況
次年度に向けての課題
次年度方向性

非常に順調
向上

あり（重大）
維持

予定通り
維持・横ばい
あり

見直し

遅延あり
低下
なし

休廃止

0
0
0

1

2
1
1

1

0
1
1

0

単位施策の評価
　単位施策の成果動向は、順調でないと評価する。
　「花壇コンクール参加申し込み数」は、基準値から11件減少しており、参加者の高齢化や、
市民の花壇コンクールへの参加意欲の低下が要因と考えられる。「まちに咲く花を目にして四
季を感じている人の割合」は、基準値から4.9ポイント低下しており、市民の外出や緑化活動
の機会が減ったことが原因と考える。
　今後は、市民の参加意欲や関心が低い花壇コンクールについては、開催回数の縮小や休廃止
など、見直しを検討する必要がある。また、四季を感じられるように、花壇づくりや花苗配布
など、市民参加の花のまちづくりを推進する。

成果動向 ○順調　　　　　　　　　　○横ばい　　　　　　　　　　●順調でない

NO キー
コード 事業名 担当課 活動進捗 成果状況 次年度に向

けての課題
次年度
方向性

出力日: 2023年6月16日

1 846 花と緑いっぱいのまちづくり事業 花と緑の推
進課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

2 851 花壇コンクール開催事業 花と緑の推
進課 予定通り 低下 あり 見直し

単位施策内事務事業評価表（通常評価）

完了 0



東海市施策評価システム 単位施策評価表

単位施策 02 豊かな緑につつまれたまちにする

体系
章
施策
単位施策主管課

理念都市基盤 快適
32 花と緑の豊かなまちなみをつくる

花と緑の推進課

成果指標

3221指標番号

方向性
公共施設緑地面積

単位
ha

基準値 R02 R03 R04
180.9 205.7 202.4 200.0

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 悪化

3222指標番号

方向性

次世代に緑を残したいと感じている人の割
合

単位
％

基準値 R02 R03 R04
92.7 91.5 91.5 91.6

指標の推移 対基準値 → 悪化 対前年度 → 改善

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

単位施策内の事業進捗状況(事業数)
活動進捗
成果状況
次年度に向けての課題
次年度方向性

非常に順調
向上

あり（重大）
維持

予定通り
維持・横ばい
あり

見直し

遅延あり
低下
なし

休廃止

0
1
0

6

6
4
0

0

0
1
6

0

単位施策の評価
　単位施策の成果動向は、横ばいと評価する。
　「公共施設緑地面積」は、基準値から19.1ha増加しているものの、西知多道路整備や民間開
発によって、前年度より2.4ha減少している。また、「次世代に緑を残したい人の割合」は、
基準値を1.1ポイント下回っているが、前年度より0.1ポイント向上し、高い水準で推移してい
る。その理由としては、公園緑地整備や民有地緑化の推進を実施してきたことが要因と考える
。
　今後も引き続き、公園緑地の適正な維持管理や整備を実施するとともに、民有地緑化の推進
や自然環境の保全に取り組んでいく必要がある。

成果動向 ○順調　　　　　　　　　　●横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

NO キー
コード 事業名 担当課 活動進捗 成果状況 次年度に向

けての課題
次年度
方向性

出力日: 2023年6月16日

1 834 松くい虫防除事業 花と緑の推
進課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

2 835 生垣等緑化補助事業 花と緑の推
進課 予定通り 向上 なし 維持

3 836 建築物等緑化補助事業 花と緑の推
進課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

4 838 緑化推進啓発事業 花と緑の推
進課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

5 839 みどりの少年団活動事業 花と緑の推
進課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

6 843 保全地区等交付金交付事業 花と緑の推
進課 予定通り 低下 なし 維持

単位施策内事務事業評価表（通常評価）

完了 0



東海市施策評価システム 単位施策評価表

単位施策 03 魅力ある公園・街路樹をつくる

体系
章
施策
単位施策主管課

理念都市基盤 快適
32 花と緑の豊かなまちなみをつくる

花と緑の推進課

成果指標

3231指標番号

方向性
一人当たりの公園面積

単位
㎡/人

基準値 R02 R03 R04
9.27 10.96 11.03 11.06

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 改善

3232指標番号

方向性

まちの公園・街路樹などに満足している市民
の割合

単位
％

基準値 R02 R03 R04
69.8 74.0 73.8 72.3

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 悪化

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

単位施策内の事業進捗状況(事業数)
活動進捗
成果状況
次年度に向けての課題
次年度方向性

非常に順調
向上

あり（重大）
維持

予定通り
維持・横ばい
あり

見直し

遅延あり
低下
なし

休廃止

0
4
0

13

16
12
1

0

0
0
15

0

単位施策の評価
　単位施策の成果動向は、横ばいと評価する。
　「一人当たりの公園面積」は、基準値から増加しており、計画的な公園整備を進めてきたこ
とが要因であると考える。「まちの公園・街路樹などに満足している市民の割合」は前年度か
ら2.0ポイント低下してはいるものの、基準値を上回っており、適切な維持管理をしてきたこ
とが要因と考える。
　今後も引き続き、誰もが安全・安心、快適に利用できるよう、公園などの適切な維持管理と
計画的な整備に取り組んでいく。

成果動向 ●順調　　　　　　　　　　○横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

NO キー
コード 事業名 担当課 活動進捗 成果状況 次年度に向

けての課題
次年度
方向性

出力日: 2023年6月16日

1 1355 公園長寿命化事業 花と緑の推
進課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

2 1785 公園長寿命化事業（繰越明許費） 花と緑の推
進課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

3 2717 自然環境再生事業 花と緑の推
進課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

4 3239 大池公園Ｗｉ－Ｆｉ環境整備事業 花と緑の推
進課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

5 3240 太田川駅前イベント広場Ｗｉ－Ｆｉ環境整備事業
花と緑の推
進課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

6 3268 公園公共下水道切替事業 花と緑の推
進課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

7 2715 さくら再生事業 花と緑の推
進課 予定通り 向上 なし 維持

8 842 緑地・街路樹維持管理経費 花と緑の推
進課 予定通り 向上 なし 維持

9 844 公共施設緑化事業 花と緑の推
進課 予定通り 向上 なし 維持

10 855 聚楽園公園整備事業 花と緑の推
進課 予定通り 維持・横ばい なし 完了

11 858 緑陽公園整備事業 花と緑の推
進課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

12 863 公園・緑地整備基金積立金 花と緑の推
進課 予定通り 維持・横ばい あり 維持

13 2062 緑陽公園整備事業（繰越明許費） 花と緑の推
進課 予定通り 維持・横ばい なし 完了

14 1358 中ノ池公園整備事業 花と緑の推
進課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

15 1386 大池公園整備事業 花と緑の推
進課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

16 3304 聚楽園公園整備事業（繰越明許費） 花と緑の推進課 予定通り 向上 なし 完了

単位施策内事務事業評価表（通常評価）

完了 3



東海市施策評価システム 施策評価表

施策 33 浸水被害がない地域にする

体系
章
めざすまちの姿
施策主管課

理念都市基盤 安心
浸水被害に不安がなく、だれもが安心して生活している
土木課

まちづくり指標

0044指標

方向性
大雨に対する安全性が高いと思う人の割合

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 悪化

めざすまちの姿の実現に向けた達成度及び施策の評価(主要施策報告書記載用)
　施策の成果動向は、順調と評価する。
　まちづくり指標は、基準値から6.2ポイント増加している。調整池の整備や池管理者の協力の
もとため池を一時貯留施設として活用でき、浸水被害の低減に繋がったことが指標改善の要因
と考える。
　今後は、100㎜/h安心プランに基づく手作りハザードマップの作成や水防訓練への参加等、ソ
フト対策を充実させ、地域の防災意識の高揚を図り、大雨に対する安全性を高める取り組みを
進めていく。

成果動向 ●順調　　　　　　　　　　○横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

単位施策の名称 成果動向 成果指標の名称 対
基準値

対
前年度

01

計画的な雨水処理を行
う指標

方向性

指標の推移

単位施策及び成果指標の動向等

順調

3311排水区域の整備率 改善 改善

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

(0)
(2)
(0)

02

浸水対策を推進する 順調

3321 浸水対策事業の進捗率 改善 改善

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

(1)
(1)
(0)

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

対基準値:6.2ポイント増／基準値からの推移:○
10年後めざそう値達成率:74.7％
年齢別:差異有、職業別:差異有、地域別:差異有
要因:調整池の整備等により浸水被害の低減に繋が
り改善したと想定。地盤の高い地域の割合が高い。

出力日: 2023年6月16日



東海市施策評価システム 単位施策評価表

単位施策 01 計画的な雨水処理を行う

体系
章
施策
単位施策主管課

理念都市基盤 安心
33 浸水被害がない地域にする

土木課

成果指標

3311指標番号

方向性
排水区域の整備率

単位
％

基準値 R02 R03 R04
62.9 67.4 68.3 69.8

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 改善

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

単位施策内の事業進捗状況(事業数)
活動進捗
成果状況
次年度に向けての課題
次年度方向性

非常に順調
向上

あり（重大）
維持

予定通り
維持・横ばい
あり

見直し

遅延あり
低下
なし

休廃止

0
0
0

1

2
2
0

0

0
0
2

0

単位施策の評価
　単位施策の成果動向は、順調と評価する。
　成果指標は、基準値から6.9ポイント向上している。これは、名和地区の下水道面整備工事
が完了し、計画的に雨水幹線等の整備を進めたことが要因と考える。
　今後も引き続き、雨水幹線の整備と老朽化の進む雨水ポンプ場において、適切な整備と維持
管理により計画的な雨水処理を行い、安心なまちづくりに取り組んでいく。

成果動向 ●順調　　　　　　　　　　○横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

NO キー
コード 事業名 担当課 活動進捗 成果状況 次年度に向

けての課題
次年度
方向性

出力日: 2023年6月16日

1 3401 準用河川大田川維持補修事業 土木課 予定通り 維持・横ばい なし 完了

2 2793 下水道事業会計雨水処理負担金 都市計画課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

単位施策内事務事業評価表（通常評価）

完了 1



東海市施策評価システム 単位施策評価表

単位施策 02 浸水対策を推進する

体系
章
施策
単位施策主管課

理念都市基盤 安心
33 浸水被害がない地域にする

土木課

成果指標

3321指標番号

方向性
浸水対策事業の進捗率

単位
％

基準値 R02 R03 R04
1.4 5.6 5.6 7.0

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 改善

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

単位施策内の事業進捗状況(事業数)
活動進捗
成果状況
次年度に向けての課題
次年度方向性

非常に順調
向上

あり（重大）
維持

予定通り
維持・横ばい
あり

見直し

遅延あり
低下
なし

休廃止

0
1
0

1

2
1
0

0

0
0
2

0

単位施策の評価
　単位施策の成果動向は、順調と評価する。
　成果指標は、基準値から5.6ポイント向上しており、姫島公園調整池を始め、4か所の調整池
整備が完了したことに加え、令和3年度から進めている木之下調整池の整備が完了したことや
大雨時のため池の水位調整が機能していることが要因と考える。
　今後は100㎜/h安心プランに基づく、水防活動の強化や大田川流域対策協議会の活動などの
ソフト対策により、地域の防災意識の高揚を図っていく。

成果動向 ●順調　　　　　　　　　　○横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

NO キー
コード 事業名 担当課 活動進捗 成果状況 次年度に向

けての課題
次年度
方向性

出力日: 2023年6月16日

1 1635 浸水対策用ため池維持管理支援事業 土木課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

2 1319 木之下地区雨水貯留施設整備事業 土木課 予定通り 向上 なし 完了

単位施策内事務事業評価表（通常評価）

完了 1



東海市施策評価システム 施策評価表

施策 34 良好な都市景観と快適な住環境をつくる

体系
章
めざすまちの姿
施策主管課

理念都市基盤 快適
良好な景観が保たれ、快適に暮らせる環境が整っている
建築住宅課

まちづくり指標

0045指標

方向性

良好な景観が保全され、快適な住環境が整っ
ていると思う人の割合

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 悪化

めざすまちの姿の実現に向けた達成度及び施策の評価(主要施策報告書記載用)
　施策の成果動向は、順調と評価する。
　まちづくり指標は、前年度から0.8ポイント減少しているものの、基準値からは8.1ポイント
増加し、10年後めざそう値を達成している。また、単位施策でも全成果指標が基準値を上回っ
ている。これは、太田川駅周辺や尾張横須賀駅西周辺の景観に配慮した整備やまちづくりが進
んだ結果と考える。
　今後も、駅周辺の景観に配慮したまちづくりやアダプトプログラム事業をはじめとした地域
美化活動、市営住宅の適切な整備を実施し、快適な住環境整備を進めていく。

成果動向 ●順調　　　　　　　　　　○横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

単位施策の名称 成果動向 成果指標の名称 対
基準値

対
前年度

01

景観に配慮した公共空
間の整備を進める指標

方向性

指標の推移

単位施策及び成果指標の動向等

順調

3411市内の公共施設が周辺のまちなみと調和していると感じている人の割合 改善 改善

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

(0)
(1)
(0)

02

快適な住環境をつくる 順調

3421 住環境が整備され快適な生活が確保されていると思う人の割合 改善 悪化

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

(2)
(9)
(0)

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

対基準値:8.1ポイント増／基準値からの推移:○
10年後めざそう値達成率:100.0%
年齢別:差異有、職業別:差異有、地区別:差異有
要因:学生や会社員などの通学・通勤での公共交通
機関の利用が多い世代、職業において割合が高い。

出力日: 2023年6月16日



東海市施策評価システム 単位施策評価表

単位施策 01 景観に配慮した公共空間の整備を進める

体系
章
施策
単位施策主管課

理念都市基盤 快適
34 良好な都市景観と快適な住環境をつくる

都市計画課

成果指標

3411指標番号

方向性

市内の公共施設が周辺のまちなみと調和し
ていると感じている人の割合

単位
％

基準値 R02 R03 R04
64.8 70.3 69.4 69.7

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 改善

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

単位施策内の事業進捗状況(事業数)
活動進捗
成果状況
次年度に向けての課題
次年度方向性

非常に順調
向上

あり（重大）
維持

予定通り
維持・横ばい
あり

見直し

遅延あり
低下
なし

休廃止

0
0
0

1

1
1
0

0

0
0
1

0

単位施策の評価
　単位施策の成果動向は、順調と評価する。
　成果指標は、基準値から4.9ポイント向上していることから、順調と考える。年齢別では、
学生を中心に若年層が増加しており、通勤、通学で多く利用する駅を中心としたまちづくりが
評価されているものと考える。
　今後は、多世代にも受け入られるよう、横須賀駅西周辺地区における景観に関する取り組み
をはじめとした、地域の特性を生かして生活のにぎわいづくりに取り組むなど、市民とともに
調和のとれたまちなみづくりを図っていく。

成果動向 ●順調　　　　　　　　　　○横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

NO キー
コード 事業名 担当課 活動進捗 成果状況 次年度に向

けての課題
次年度
方向性

出力日: 2023年6月16日

1 796 屋外広告物許可事業 都市計画課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

単位施策内事務事業評価表（通常評価）

完了 0



東海市施策評価システム 単位施策評価表

単位施策 02 快適な住環境をつくる

体系
章
施策
単位施策主管課

理念都市基盤 快適
34 良好な都市景観と快適な住環境をつくる

建築住宅課

成果指標

3421指標番号

方向性

住環境が整備され快適な生活が確保されて
いると思う人の割合

単位
％

基準値 R02 R03 R04
58.6 69.3 68.6 67.3

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 悪化

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

単位施策内の事業進捗状況(事業数)
活動進捗
成果状況
次年度に向けての課題
次年度方向性

非常に順調
向上

あり（重大）
維持

予定通り
維持・横ばい
あり

見直し

遅延あり
低下
なし

休廃止

1
2
0

7

10
9
4

3

0
0
7

0

単位施策の評価
　単位施策の成果動向は、順調と評価する。
　成果指標は、前年度から1.3ポイント減少しているものの、基準値からは8.7ポイント増加し
ている。地区別では、大田地区が高い割合で推移しており、これは太田川駅を中心とした住環
境の整備が進んだ結果と考える。
　今後も、アダプトプログラム事業の継続や、害虫駆除等の生活環境を向上すること及び空き
家対策の推進や公営住宅の適切な整備を実施し、快適な住環境の形成を進めていく。

成果動向 ●順調　　　　　　　　　　○横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

NO キー
コード 事業名 担当課 活動進捗 成果状況 次年度に向

けての課題
次年度
方向性

出力日: 2023年6月16日

1 731 狂犬病予防事業 生活環境課 予定通り 維持・横ばい あり 見直し

2 732 防疫事業 生活環境課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

3 733 猫避妊等補助事業 生活環境課 非常に順調 向上 あり 維持

4 1938 地域ねこ活動推進事業 生活環境課 予定通り 維持・横ばい あり 見直し

5 734 害虫駆除事業 生活環境課 予定通り 維持・横ばい あり 見直し

6 850 アダプトプログラム事業 花と緑の推
進課 予定通り 向上 なし 維持

7 2308 勝山住宅外壁改修事業 建築住宅課 予定通り 維持・横ばい なし 完了

8 2388 勝山住宅入居者移転費補助事業 建築住宅課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

9 2855 市営住宅維持補修事業 建築住宅課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

10 2097 市営住宅整備事業 建築住宅課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

11 827 港湾利用促進補助事業 都市計画課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

単位施策内事務事業評価表（通常評価）

完了 1



分野別成果動向一覧  第６章「地域づくり・行政経営」
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≪まちづくり指標の状況≫

≪成果指標の状況≫

［基準値と比較して改善した主な指標］

≪第６章「地域づくり・行政経営」指標の状況≫

0048
必要な情報が得られ、また、情報を発信できてい
ると思う人の割合

［基準値と比較して改善した指標］

対
前
年
度

対
基
準
値

対
基
準
値

対
前
年
度

0047
職場や家庭、地域などで性別や国籍などにかかわ
らず生活していると思う人の割合

［基準値と比較して悪化した指標］

市と市民団体などが協働で行う事業数

0049
住みよいまちづくりのために、税金が有効に使わ
れていると思う人の割合

3632 姉妹都市や友好都市などとの交流事業数

0046
地域活動・市民活動を身近に感じている人の
割合

各種審議会委員に応募した人の割合3521

3721
市政に意見を伝える機会について満足してい
る人の割合

3732
情報セキュリティに関する講習を受けた職員
の割合（受講者/全職員）

【まちづくり指標】「職場や家庭、地域などで性別や国籍などにかかわらず生活していると思
う人の割合」など、基準値と比較して3指標（75.0％）が改善した。
　一方、基準値以下となった指標は「地域活動・市民活動を身近に感じている人の割合」1指標
（25.0％）となった。
【成果指標】「各種審議会委員に応募した人の割合」はじめ12指標、分野全体で59.1％が基準
値より改善した。また、基準値以下となった指標は、7指標（31.8％）で、前年度より悪化した
指標は、11指標（50.0％）となった。
　なお、「経常収支比率」及び「実質公債費比率」については7月中旬に取得予定である。

3811 広域事務事業の数

［基準値と比較して悪化した主な指標］

3511
コミュニティや町内会などの地域行事や活動
又は市民活動に参加している人の割合

3514
地区公民館、市民館利用者数（市民活動目
的）

3531

1

0

3

0 1 2 3 4

悪 化

維持・

横ばい

改 善

4

0

0

0 1 2 3 4

悪 化

維持・

横ばい

改 善

2

7

0

13

0 5 10 15 20

比較不可

悪 化

維持・

横ばい

改 善

2

11

2

7

0 5 10 15 20

比較不可

悪 化

維持・

横ばい

改 善



東海市施策評価システム 施策評価表

施策 35 地域が主役のまちづくりを推進する

体系
章
めざすまちの姿
施策主管課

理念地域づくり・行政経営 いきいき
地域が主役となって、まちづくりを進めている
市民協働課

まちづくり指標

0046指標

方向性

地域活動・市民活動を身近に感じている人の
割合

指標の推移 対基準値 → 悪化 対前年度 → 悪化

めざすまちの姿の実現に向けた達成度及び施策の評価(主要施策報告書記載用)
　施策の成果動向は、順調でないと評価する。
　まちづくり指標は、基準値から5.6ポイント低下し、年齢別では65歳代以上の数値の低下が顕
著である。これは、新型コロナウイルス感染症をはじめ少子高齢化、定年延長等の社会環境の
変化により、若い世代に限らず高齢者の地域活動への参加が困難になっていることが主な要因
と考える。
　今後もコミュニティを市の重要なパートナーとして、地域交流の推進をはじめ福祉や防災等
の課題を各種団体等と連携・協力し、地域が主体的に解決する仕組みづくりを進めるため、緑
陽をはじめ４つのモデル地区を中心とした取り組みを展開する必要がある。

成果動向 ○順調　　　　　　　　　　○横ばい　　　　　　　　　　●順調でない

単位施策の名称 成果動向 成果指標の名称 対
基準値

対
前年度

01

地域活動・市民活動を推
進する指標

方向性

指標の推移

単位施策及び成果指標の動向等

順調でない

3511コミュニティや町内会などの地域行事や活動又は市民活動に参加している人の割合 悪化 悪化

3512 地域や隣同士でのつきあいを大切にしている人の割合 悪化 悪化

3513 市民活動センター来館者数（市民活動目的） 改善 改善

3514 地区公民館、市民館利用者数（市民活動目的） 悪化 改善
事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

(1)
(7)
(0)

02

市民参画を推進する 順調

3521 各種審議会委員に応募した人の割合 改善 悪化

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

(0)
(0)
(0)

03

市民との協働を推進す
る 順調でない

3531 市と市民団体などが協働で行う事業数 悪化 悪化

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

(0)
(2)
(0)

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

対基準値:5.6ポイント減／基準値からの推移:×
10年後めざそう値達成率:-112.0％
年齢別:差異有、職業別:差異有、地区別:差異有
要因:市民ニーズの多様化や社会環境の変化によっ
て地域活動の展開が縮小していると想定。

出力日: 2023年6月16日



東海市施策評価システム 単位施策評価表

単位施策 01 地域活動・市民活動を推進する

体系
章
施策
単位施策主管課

理念地域づくり・行政経営 いきいき
35 地域が主役のまちづくりを推進する

市民協働課

成果指標

3511指標番号

方向性

コミュニティや町内会などの地域行事や活
動又は市民活動に参加している人の割合

単位
％

基準値 R02 R03 R04
45.0 40.7 39.4 38.3

指標の推移 対基準値 → 悪化 対前年度 → 悪化

3512指標番号

方向性

地域や隣同士でのつきあいを大切にしてい
る人の割合

単位
％

基準値 R02 R03 R04
75.0 69.8 71.3 66.3

指標の推移 対基準値 → 悪化 対前年度 → 悪化

3513指標番号

方向性

市民活動センター来館者数（市民活動目的
）

単位
人/年

基準値 R02 R03 R04
8,520 4,389 5,751 10,561

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 改善

3514指標番号

方向性

地区公民館、市民館利用者数（市民活動目
的）

単位
人/年

基準値 R02 R03 R04
305,624 148,544 180,887 207,100

指標の推移 対基準値 → 悪化 対前年度 → 改善

単位施策内の事業進捗状況(事業数)
活動進捗
成果状況
次年度に向けての課題
次年度方向性

非常に順調
向上

あり（重大）
維持

予定通り
維持・横ばい
あり

見直し

遅延あり
低下
なし

休廃止

0
1
0

6

8
7
0

0

0
0
8

0

単位施策の評価
　単位施策の成果動向は、順調でないと評価する。
　「地域行事や活動又は市民活動に参加している人の割合」及び「地域や隣同士でのつきあい
を大切にしている人の割合」は、ほぼ全ての年齢層において基準値から低下しており、これは
ライフスタイルの変化等により市民ニーズが複雑化・多様化していることが要因と考える。
　今後も、地区公民館・市民館等へ派遣している担当職員を中心に、コミュニティや町内会・
自治会等の情報収集を進めるとともに、地域づくりを支えている市民活動センターとも協力し
、若い世代から高齢者まで幅広い地域住民のニーズを把握することに努め、協働・共創による
まちづくりの推進に向けて、地域や市民活動団体と連携して解決策等を検討する必要がある。

成果動向 ○順調　　　　　　　　　　○横ばい　　　　　　　　　　●順調でない

NO キー
コード 事業名 担当課 活動進捗 成果状況 次年度に向

けての課題
次年度
方向性

出力日: 2023年6月16日

1 59 行政協力員研修事業 市民協働課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

2 65 町内会・自治会活動支援事業 市民協働課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

3 66 コミュニティ活動支援事業 市民協働課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

4 67 コミュニティ活動補助事業 市民協働課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

5 3122 コミュニティを中心とした地域運営体制づくり事業 市民協働課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

6 73 地域まちづくり支援事業 市民協働課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

7 3234 市民活動センターＷｉ－Ｆｉ環境整備事業 市民協働課 予定通り 維持・横ばい なし 完了

8 3302 緑陽コミュニティセンター整備事業（繰越明許費） 市民協働課 予定通り 向上 なし 完了

単位施策内事務事業評価表（通常評価）

完了 2



東海市施策評価システム 単位施策評価表

単位施策 02 市民参画を推進する

体系
章
施策
単位施策主管課

理念地域づくり・行政経営 いきいき
35 地域が主役のまちづくりを推進する

企画政策課

成果指標

3521指標番号

方向性
各種審議会委員に応募した人の割合

単位
％

基準値 R02 R03 R04
100 150 136 133

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 悪化

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

単位施策内の事業進捗状況(事業数)
活動進捗
成果状況
次年度に向けての課題
次年度方向性

非常に順調
向上

あり（重大）
維持

予定通り
維持・横ばい
あり

見直し

遅延あり
低下
なし

休廃止

0
0
0

0

0
0
0

0

0
0
0

0

単位施策の評価
　単位施策の成果動向は、順調と評価する。
　成果指標は、前年度から横ばい傾向となっているものの、基準値から33.0ポイント向上して
おり、特にまちづくり全般や環境に関する審議会の応募者数が伸びている。広報やホームペー
ジ等による市民への行政に関する情報周知が図られたことにより、自身の意見や考えを行政に
伝える市民参画意識が醸成されているものと考える。
　今後も、引き続き行政に関する情報や審議会への参加の周知を図るとともに、ワークショッ
プやパブリックコメント等により、広く市民の意見を集約し、効果的に行政運営につなげてい
く。

成果動向 ●順調　　　　　　　　　　○横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

NO キー
コード 事業名 担当課 活動進捗 成果状況 次年度に向

けての課題
次年度
方向性

出力日: 2023年6月16日

単位施策内事務事業評価表（通常評価）

完了 0



東海市施策評価システム 単位施策評価表

単位施策 03 市民との協働を推進する

体系
章
施策
単位施策主管課

理念地域づくり・行政経営 いきいき
35 地域が主役のまちづくりを推進する

市民協働課

成果指標

3531指標番号

方向性
市と市民団体などが協働で行う事業数

単位
事業/年

基準値 R02 R03 R04
13 10 9 7

指標の推移 対基準値 → 悪化 対前年度 → 悪化

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

単位施策内の事業進捗状況(事業数)
活動進捗
成果状況
次年度に向けての課題
次年度方向性

非常に順調
向上

あり（重大）
維持

予定通り
維持・横ばい
あり

見直し

遅延あり
低下
なし

休廃止

0
0
0

2

2
2
0

0

0
0
2

0

単位施策の評価
　単位施策の成果動向は順調でないと評価する。
　成果指標は、基準値から6事業減少し、前年度から2事業減少している。その理由として、市
民団体等との協働事業が委託事業へ移行したことに伴い事業数が減少していることが主な要因
と考える。
　今後も、少子高齢化や核家族化の進行、ライフスタイルの多様化や価値観の変化等により、
複雑化・多様化する地域課題の解決に向けて、担当課へ協働事業に関する先進事例等を効率的
・効果的に情報提供するとともに、ＮＰＯや市民活動団体はもとより企業や大学等との協働の
推進に向けた取り組みの検討等が必要である。

成果動向 ○順調　　　　　　　　　　○横ばい　　　　　　　　　　●順調でない

NO キー
コード 事業名 担当課 活動進捗 成果状況 次年度に向

けての課題
次年度
方向性

出力日: 2023年6月16日

1 2447 大学連携まちづくり推進事業費補助事業 企画政策課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

2 75 ＮＰＯ活動推進事業 市民協働課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

単位施策内事務事業評価表（通常評価）

完了 0



東海市施策評価システム 施策評価表

施策 36 すべての人が交流・共生できるまちをつくる

体系
章
めざすまちの姿
施策主管課

理念地域づくり・行政経営 ふれあい
性別や国籍などにかかわらず、いきいきと生活している
女性・子ども課

まちづくり指標

0047指標

方向性

職場や家庭、地域などで性別や国籍などにか
かわらず生活していると思う人の割合

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 悪化

めざすまちの姿の実現に向けた達成度及び施策の評価(主要施策報告書記載用)
　施策の成果動向は、順調と評価する。
　まちづくり指標は、対基準値で2.2ポイント増加し、年齢別では幅広い世代で数値が高く、特
に若い世代の数値が高い。指標の改善には社会動向が大きく影響していると考えるが、男女共
同参画の啓発や国際交流への関心を高めるためのイベントの継続に加え、ＳＮＳなどを活用し
た情報発信や従来の事業を一部オンラインで実施したことによる効果と考える。
　今後も引き続き、すべての人が交流・共生できるまちづくりのため意識啓発を図っていくと
ともに、様々な分野での交流等のあり方について事業内容を検討していく必要がある。

成果動向 ●順調　　　　　　　　　　○横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

単位施策の名称 成果動向 成果指標の名称 対
基準値

対
前年度

01

男女共同参画を推進す
る指標

方向性

指標の推移

単位施策及び成果指標の動向等

横ばい

3611職場や家庭、地域などで性別にかかわらず活動していると思う人の割合 改善 悪化

3612 審議会、委員会などの女性委員の登用率 改善 悪化

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

(0)
(3)
(0)

02

国際理解を深める 順調

3621 国際交流に関心がある人の割合 改善 改善

3622 職場や家庭、地域などで国籍にかかわらず活動していると思う人の割合 改善 悪化

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

(0)
(2)
(0)

03

都市間交流を推進する 順調でない

3631 姉妹都市や友好都市などとの交流が活発に行われていると思う人の割合 悪化 悪化

3632 姉妹都市や友好都市などとの交流事業数 悪化 改善

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

(0)
(1)
(1)

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

対基準値:2.2ポイント増／基準値からの推移:○
10年後めざそう値達成率:51.2％
年齢別:差異有、職業別:差異有、地区別:差異無
要因:男女共同参画や国際理解への意識は向上して
いる。特に学生など若年層が高い。

出力日: 2023年6月16日



東海市施策評価システム 単位施策評価表

単位施策 01 男女共同参画を推進する

体系
章
施策
単位施策主管課

理念地域づくり・行政経営 ふれあい
36 すべての人が交流・共生できるまちをつくる

女性・子ども課

成果指標

3611指標番号

方向性

職場や家庭、地域などで性別にかかわらず
活動していると思う人の割合

単位
％

基準値 R02 R03 R04
68.0 70.8 72.2 68.9

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 悪化

3612指標番号

方向性
審議会、委員会などの女性委員の登用率

単位
％

基準値 R02 R03 R04
31.8 35.1 33.7 32.5

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 悪化

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

単位施策内の事業進捗状況(事業数)
活動進捗
成果状況
次年度に向けての課題
次年度方向性

非常に順調
向上

あり（重大）
維持

予定通り
維持・横ばい
あり

見直し

遅延あり
低下
なし

休廃止

0
0
0

3

3
3
1

0

0
0
2

0

単位施策の評価
　単位施策の成果動向は、横ばいと評価する。
　「職場や家庭、地域などで性別にかかかわらず活動していると思う人の割合」は基準値から
0.9ポイント向上している。これは社会動向の影響とともに、これまで実施してきた講座や情
報誌による啓発の効果と考える。「審議会、委員会などの女性委員の登用率」は、基準値から
は改善しているものの、前年度から1.2ポイント低下している。これは、令和4年度中に新規で
設置された審議会等4つが登用率30％を下回っており、政策・方針決定過程への女性の登用に
ついて啓発してるものの、浸透していないことが原因と考える。
　今後も市民への啓発活動とともに、積極的に審議会等への女性登用の啓発を行う必要がある
。

成果動向 ○順調　　　　　　　　　　●横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

NO キー
コード 事業名 担当課 活動進捗 成果状況 次年度に向

けての課題
次年度
方向性

出力日: 2023年6月16日

1 72 男女共同参画啓発事業 女性・子ども
課 予定通り 維持・横ばい あり 維持

2 2005 女性の活躍支援講座等開催事業 女性・子ども
課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

3 373 女性問題相談事業 女性・子ども
課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

単位施策内事務事業評価表（通常評価）

完了 0



東海市施策評価システム 単位施策評価表

単位施策 02 国際理解を深める

体系
章
施策
単位施策主管課

理念地域づくり・行政経営 ふれあい
36 すべての人が交流・共生できるまちをつくる

秘書課

成果指標

3621指標番号

方向性
国際交流に関心がある人の割合

単位
％

基準値 R02 R03 R04
41.5 41.5 43.7 45.4

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 改善

3622指標番号

方向性

職場や家庭、地域などで国籍にかかわらず
活動していると思う人の割合

単位
％

基準値 R02 R03 R04
63.2 67.9 67.1 65.1

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 悪化

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

単位施策内の事業進捗状況(事業数)
活動進捗
成果状況
次年度に向けての課題
次年度方向性

非常に順調
向上

あり（重大）
維持

予定通り
維持・横ばい
あり

見直し

遅延あり
低下
なし

休廃止

0
0
0

1

2
2
2

1

0
0
0

0

単位施策の評価
　単位施策の成果動向は、順調と評価する。
　「国際交流に関心がある人の割合」は、基準値から3.9ポイント増加しており、「国籍にか
かわらず活動していると思う人の割合」は、基準値から1.9ポイント増加している。共に若い
世代で割合が高く、ライブ・アーカイブ配信など一部オンラインでの事業実施や、ＳＮＳを活
用した情報発信を行ったこと、また、国際交流イベントを3年ぶりに開催したほか、国際理解
の促進を図るため事業を継続的に実施したことが要因の一つと考える。
　今後も、国際交流への関心を高めるため、日本人と外国籍住民が相互に、幅広く交流できる
よう、東海市国際交流協会とも連携して事業を実施していく。

成果動向 ●順調　　　　　　　　　　○横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

NO キー
コード 事業名 担当課 活動進捗 成果状況 次年度に向

けての課題
次年度
方向性

出力日: 2023年6月16日

1 122 国際交流協会補助事業 秘書課 予定通り 維持・横ばい あり 維持

2 123 国際交流振興事業 秘書課 予定通り 維持・横ばい あり 見直し

単位施策内事務事業評価表（通常評価）

完了 0



東海市施策評価システム 単位施策評価表

単位施策 03 都市間交流を推進する

体系
章
施策
単位施策主管課

理念地域づくり・行政経営 ふれあい
36 すべての人が交流・共生できるまちをつくる

秘書課

成果指標

3631指標番号

方向性

姉妹都市や友好都市などとの交流が活発に
行われていると思う人の割合

単位
％

基準値 R02 R03 R04
63.8 61.3 60.7 58.9

指標の推移 対基準値 → 悪化 対前年度 → 悪化

3632指標番号

方向性
姉妹都市や友好都市などとの交流事業数

単位
事業/年

基準値 R02 R03 R04
25 13 8 16

指標の推移 対基準値 → 悪化 対前年度 → 改善

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

単位施策内の事業進捗状況(事業数)
活動進捗
成果状況
次年度に向けての課題
次年度方向性

非常に順調
向上

あり（重大）
維持

予定通り
維持・横ばい
あり

見直し

遅延あり
低下
なし

休廃止

0
0
0

2

1
1
1

0

1
1
1

0

単位施策の評価
  単位施策の成果動向は、順調でないと評価する。
　「姉妹都市や友好都市などとの交流が活発に行われていると思う人の割合」は、基準値から
4.9ポイント減少、「姉妹都市や友好都市などとの交流事業数」は、9事業減少している。小中
学生による親善交流事業を実施したことで10代は評価が高いが、新型コロナウイルス感染症の
影響により姉妹都市交流補助事業が実施されなかったことなどもあり、20代以上の世代で評価
は低くなっている。
　今後は、都市間の相互交流が活発となるよう様々な分野での交流手法等を検討していく必要
がある。

成果動向 ○順調　　　　　　　　　　○横ばい　　　　　　　　　　●順調でない

NO キー
コード 事業名 担当課 活動進捗 成果状況 次年度に向

けての課題
次年度
方向性

出力日: 2023年6月16日

1 125 姉妹都市交流補助事業 秘書課 遅延あり 低下 あり 維持

2 1228 姉妹都市スポーツ交流事業（国内） スポーツ課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

単位施策内事務事業評価表（通常評価）

完了 0



東海市施策評価システム 施策評価表

施策 37 情報交流が図られたまちをつくる

体系
章
めざすまちの姿
施策主管課

理念地域づくり・行政経営 快適
地域や市の情報を得ることができ、情報を発信しやすい環境が整っている
広報課

まちづくり指標

0048指標

方向性

必要な情報が得られ、また、情報を発信でき
ていると思う人の割合

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 悪化

めざすまちの姿の実現に向けた達成度及び施策の評価(主要施策報告書記載用)
　施策の成果動向は、横ばいと評価する。
　まちづくり指標は、対基準値で改善しているが近年は横ばい傾向である。職業別では、無職
、その他の割合が低い一方、自営業、パート・アルバイト、主婦（家事専業）などの割合が高
く、広報紙を市からの情報提供手段として利用している市民アンケート回答者は81.9％であり
、広報紙を中心に、ＣＡＴＶやＦＭ放送等と連携した情報発信が効果をあげていると考える。
　今後も、しっかりと「伝わる」広報を意識しながら、市民ニーズを適切に把握した情報の発
信・公開・収集に積極的に取り組んでいく。また、プライバシーの侵害にならないよう個人情
報の取り扱いについては十分に注意していく。

成果動向 ○順調　　　　　　　　　　●横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

単位施策の名称 成果動向 成果指標の名称 対
基準値

対
前年度

01

情報の発信と公開を推
進する指標

方向性

指標の推移

単位施策及び成果指標の動向等

順調

3711市からの情報を欲しいときに手に入れることができると思う人の割合 改善 悪化

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

(0)
(5)
(0)

02

情報の収集を推進する 順調

3721 市政に意見を伝える機会について満足している人の割合 改善 悪化

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

(0)
(0)
(0)

03

市民のプライバシーを保
護する 横ばい

3731 プライバシーの侵害に関して市に寄せられた苦情の件数（年間実績） 悪化 改善

3732 情報セキュリティに関する講習を受けた職員の割合（受講者/全職員） 改善 悪化

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

(0)
(0)
(0)

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

対基準値:8.5ポイント増／基準値からの推移:○
10年後めざそう値達成率:80.2％
年齢別:差異有、職業別:差異有、地区別:差異有
要因:広報紙を始めとした様々な広報媒体の効果と
想定。年齢別は65歳以上が他の年齢に比べて低い。

出力日: 2023年6月16日



東海市施策評価システム 単位施策評価表

単位施策 01 情報の発信と公開を推進する

体系
章
施策
単位施策主管課

理念地域づくり・行政経営 快適
37 情報交流が図られたまちをつくる

広報課

成果指標

3711指標番号

方向性

市からの情報を欲しいときに手に入れること
ができると思う人の割合

単位
％

基準値 R02 R03 R04
54.6 57.3 59.9 59.2

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 悪化

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

単位施策内の事業進捗状況(事業数)
活動進捗
成果状況
次年度に向けての課題
次年度方向性

非常に順調
向上

あり（重大）
維持

予定通り
維持・横ばい
あり

見直し

遅延あり
低下
なし

休廃止

0
0
0

5

5
5
1

0

0
0
4

0

単位施策の評価
　単位施策の成果動向は、順調と評価する。
　成果指標は、基準値から4.6ポイント向上しており、年齢別では、30～39歳以上の割合が最
も高くなっている。これは、「広報とうかい」を中心にホームページやＣＡＴＶ「ハロー!と
うかい」、コミュニティＦＭ「メディアスエフエム」と連携した情報発信を継続して実施して
きたことが指標の改善につながったと考える。
　今後も市民のニーズ・時代の要請にあった情報の発信と公開を推進するため、広報紙及びホ
ームページ、ＣＡＴＶ等の各広報媒体の利点を活用した効果的な取り組みを継続していく。

成果動向 ●順調　　　　　　　　　　○横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

NO キー
コード 事業名 担当課 活動進捗 成果状況 次年度に向

けての課題
次年度
方向性

出力日: 2023年6月16日

1 188 広報紙発行事業 広報課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

2 189 ＣＡＴＶ番組制作放送事業 広報課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

3 190 ＦＭ番組制作放送事業 広報課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

4 2236 生活情報アプリ配信事業 広報課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

5 127 ふるさと大使事業 秘書課 予定通り 維持・横ばい あり 維持

単位施策内事務事業評価表（通常評価）

完了 0



東海市施策評価システム 単位施策評価表

単位施策 02 情報の収集を推進する

体系
章
施策
単位施策主管課

理念地域づくり・行政経営 快適
37 情報交流が図られたまちをつくる

広報課

成果指標

3721指標番号

方向性

市政に意見を伝える機会について満足して
いる人の割合

単位
％

基準値 R02 R03 R04
36.6 48.7 50.0 48.7

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 悪化

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

単位施策内の事業進捗状況(事業数)
活動進捗
成果状況
次年度に向けての課題
次年度方向性

非常に順調
向上

あり（重大）
維持

予定通り
維持・横ばい
あり

見直し

遅延あり
低下
なし

休廃止

0
0
0

0

0
0
0

0

0
0
0

0

単位施策の評価
　単位施策の成果動向は、順調と評価する。
　成果指標は、基準値から12.1ポイント向上している。年齢別では30歳代の割合が一番高くな
っている理由として、継続的な市政提案箱の設置やパブリックコメントに対する認知度が高ま
った成果であると考える。特に、市政提案箱については、庁舎、しあわせ村での設置と、メー
ルや手紙、電話、ＦＡＸ、窓口でも提案を受け付けていることから、市民や地域が市政に意見
を伝えやすい環境整備ができていると考える。
　今後も多様な意見を広く収集するとともに、より的確に市政に反映できるよう努めていく。

成果動向 ●順調　　　　　　　　　　○横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

NO キー
コード 事業名 担当課 活動進捗 成果状況 次年度に向

けての課題
次年度
方向性

出力日: 2023年6月16日

単位施策内事務事業評価表（通常評価）

完了 0



東海市施策評価システム 単位施策評価表

単位施策 03 市民のプライバシーを保護する

体系
章
施策
単位施策主管課

理念地域づくり・行政経営 快適
37 情報交流が図られたまちをつくる

デジタル推進課

成果指標

3731指標番号

方向性

プライバシーの侵害に関して市に寄せられ
た苦情の件数（年間実績）

単位
件/年

基準値 R02 R03 R04
0 1 6 1

指標の推移 対基準値 → 悪化 対前年度 → 改善

3732指標番号

方向性

情報セキュリティに関する講習を受けた職員
の割合（受講者/全職員）

単位
％

基準値 R02 R03 R04
35.7 91.1 91.1 90.0

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 悪化

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

単位施策内の事業進捗状況(事業数)
活動進捗
成果状況
次年度に向けての課題
次年度方向性

非常に順調
向上

あり（重大）
維持

予定通り
維持・横ばい
あり

見直し

遅延あり
低下
なし

休廃止

0
0
0

0

0
0
0

0

0
0
0

0

単位施策の評価
　単位施策の成果動向は、横ばいと評価する。
　「講習を受けた職員の割合」は、前年度と比べ低下したが育児休暇等の長期休暇中の職員を
除くと100％を達成した。ただし、コンピュータウイルスに感染したことにより不審メールが
送信されることがあったことから、さらなるセキュリティ対策の強化と職員のセキュリティ意
識の向上を図る必要がある。また、「プライバシーの侵害に関する苦情件数」は前年度から大
きく減少したが、引き続きプライバシーに配慮した行政運営を徹底していく必要がある。
　今後は社会全体がデジタル化するなかにあっても、引き続き、市民から信頼される行政運営
の基本である情報セキュリティの徹底を図っていく。

成果動向 ○順調　　　　　　　　　　●横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

NO キー
コード 事業名 担当課 活動進捗 成果状況 次年度に向

けての課題
次年度
方向性

出力日: 2023年6月16日

単位施策内事務事業評価表（通常評価）

完了 0



東海市施策評価システム 施策評価表

施策 38 効率的で健全な行財政運営を進める

体系
章
めざすまちの姿
施策主管課

理念地域づくり・行政経営 快適
効率的で健全な行財政運営がされている
企画政策課

まちづくり指標

0049指標

方向性

住みよいまちづくりのために、税金が有効に
使われていると思う人の割合

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 悪化

めざすまちの姿の実現に向けた達成度及び施策の評価(主要施策報告書記載用)
　施策の成果動向は、順調と評価する。
　まちづくり指標は、基準値を上回る水準を維持しているなか、特に10代の数値が伸びており
、太田川駅周辺のにぎわいづくりや桜まつり等のイベントなど、若い世代が参加しやすく、楽
しめる事業を展開してきたことによるものと考えられる。職業別では、自営業の人の数値が低
下しており、引き続き行政の事業者支援や市民生活への支援が求められていると考える。
　今後も少子化・超高齢化社会の進行や将来的な人口減少を見据え、行政改革を通じた行政資
源の最適化を図りながら、社会経済情勢の変化を適切に捉え、市民ニーズに合った市政運営を
推進していく。

成果動向 ●順調　　　　　　　　　　○横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

単位施策の名称 成果動向 成果指標の名称 対
基準値

対
前年度

01

効率的な市政運営を行
う指標

方向性

指標の推移

単位施策及び成果指標の動向等

順調

3811広域事務事業の数 改善 横ばい

3812 組織間の連携が図られていると思う職員の割合 改善 改善

3813 行政改革による事務改善達成率 改善 改善

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

(2)
(23)
(1)

02

健全な財政運営を行う ---

3821 経常収支比率 － －

3822 実質公債費比率 － －

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

(0)
(0)
(0)

03

公正な課税と納税意識
を高める 順調

3831 収納率（市税現年課税分） 改善 横ばい

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

(0)
(8)
(0)

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

事務事業の成果状況

向上
維持・横ばい

低下

対基準値:5.2ポイント増／基準値からの推移:○
10年後めざそう値達成率:75.4％
年齢別:差異有、職業別:差異有、地区別:差異無
要因:若年層の数値の伸び率が高く、中心市街地の
にぎわいづくり等が評価を得ているものと想定。

出力日: 2023年6月16日



東海市施策評価システム 単位施策評価表

単位施策 01 効率的な市政運営を行う

体系
章
施策
単位施策主管課

理念地域づくり・行政経営 快適
38 効率的で健全な行財政運営を進める

企画政策課

成果指標

3811指標番号

方向性
広域事務事業の数

単位
事業

基準値 R02 R03 R04
11 14 14 14

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 横ばい

3812指標番号

方向性

組織間の連携が図られていると思う職員の
割合

単位
％

基準値 R02 R03 R04
56.4 66.6 63.5 64.9

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 改善

3813指標番号

方向性
行政改革による事務改善達成率

単位
％

基準値 R02 R03 R04
78.9 71.4 76.9 84.6

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 改善

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

単位施策内の事業進捗状況(事業数)
活動進捗
成果状況
次年度に向けての課題
次年度方向性

非常に順調
向上

あり（重大）
維持

予定通り
維持・横ばい
あり

見直し

遅延あり
低下
なし

休廃止

0
2
0

23

25
24
12

0

2
1
15

0

単位施策の評価
　単位施策の成果動向は、順調と評価する。
　「組織間の連携が図られていると思う職員の割合」は基準値から8.5ポイント向上し、役職
別では主事・主事補級が向上しており、この職域の数値において、基準値からこれまでの間で
最も高い結果となっていることから、若い世代において組織間・政策間で連携が浸透・定着し
てきているものと考えられる。また、「行政改革による事務改善率」は5.7ポイント向上した
。デジタル技術の活用による業務改善やコミュニティを中心とした地域運営体制づくりの推進
等により、行政改革推進計画での評価が向上したことによるものと考える。
　今後も広域事務の推進、組織間の連携、事務の改善等効率的な市政運営を推進していく。

成果動向 ●順調　　　　　　　　　　○横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

NO キー
コード 事業名 担当課 活動進捗 成果状況 次年度に向

けての課題
次年度
方向性

出力日: 2023年6月17日

1 170 広域行政推進事業 企画政策課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

2 177 総合計画策定事業 企画政策課 予定通り 向上 なし 維持

3 179 職員提案事業 企画政策課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

4 2865 産学官連携まちづくり事業 企画政策課 予定通り 維持・横ばい なし 完了

5 1696 姉妹都市人事交流事業 職員課 遅延あり 維持・横ばい あり 維持

6 61 職員研修開催事業 職員課 予定通り 維持・横ばい あり 維持

7 64 職員派遣研修事業 職員課 予定通り 維持・横ばい あり 維持

8 152 職場研修事業 職員課 予定通り 維持・横ばい あり 維持

9 153 労働安全衛生研修事業 職員課 予定通り 維持・横ばい あり 維持

10 154 職員メンタルヘルス対策事業 職員課 予定通り 維持・横ばい あり 維持

11 2168 旅券発給事業 市民窓口課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

12 2009 証明書コンビニエンスストア交付事業 市民窓口課 予定通り 向上 なし 維持

13 2509 住民基本台帳システム等端末機購入事業 市民窓口課 予定通り 維持・横ばい なし 完了

14 3195 戸籍情報システム整備事業 市民窓口課 予定通り 維持・横ばい なし 完了

15 3249 戸籍事務マイナンバー制度対応関連機器整備事業 市民窓口課 遅延あり 低下 あり 維持

16 3258 住民基本台帳システム標準化移行準備事業 市民窓口課 予定通り 維持・横ばい なし 完了

17 1440 コンビニエンスストア交付システム運用保守経費 市民窓口課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

18 3210 行政手続オンライン化環境整備事業 デジタル推
進課 予定通り 維持・横ばい あり 維持

19 2840 ＡＩ・ロボティクス運用保守経費 デジタル推
進課 予定通り 維持・横ばい あり 維持

20 2384 あいち情報セキュリティクラウド負担金
デジタル推
進課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

21 2993 Ｗｅｂ会議システム運用保守経費 デジタル推
進課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

単位施策内事務事業評価表（通常評価）

完了 4



東海市施策評価システム 単位施策評価表

単位施策 01 効率的な市政運営を行う

NO キー
コード 事業名 担当課 活動進捗 成果状況 次年度に向

けての課題
次年度
方向性

22 2995 テレワーク機器運用保守経費 デジタル推
進課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

23 3048 情報通信基盤更新事業 デジタル推
進課 予定通り 維持・横ばい あり 維持

24 3162 デジタル推進実証実験事業 デジタル推
進課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

25 203 情報端末運用保守経費 デジタル推
進課 予定通り 維持・横ばい あり 維持

26 204 情報通信基盤運用保守経費 デジタル推
進課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

27 205 共同利用システム・機器運用保守経費
デジタル推
進課 予定通り 維持・横ばい あり 維持

NO キー
コード 事業名 担当課 活動進捗 成果状況 次年度に向

けての課題
次年度
方向性



東海市施策評価システム 単位施策評価表

単位施策 02 健全な財政運営を行う

体系
章
施策
単位施策主管課

理念地域づくり・行政経営 快適
38 効率的で健全な行財政運営を進める

財政課

成果指標

3821指標番号

方向性
経常収支比率

単位
％

基準値 R02 R03 R04
80.7 82.7 85.5

指標の推移 対基準値 → － 対前年度 → －

3822指標番号

方向性
実質公債費比率

単位
％

基準値 R02 R03 R04
5.8 -0.1 -0.3

指標の推移 対基準値 → － 対前年度 → －

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

単位施策内の事業進捗状況(事業数)
活動進捗
成果状況
次年度に向けての課題
次年度方向性

非常に順調
向上

あり（重大）
維持

予定通り
維持・横ばい
あり

見直し

遅延あり
低下
なし

休廃止

0
0
0

0

0
0
0

0

0
0
0

0

単位施策の評価
　単位施策の成果動向は、横ばいと評価する。
　「経常収支比率」は、扶助費や人件費の増加などにより、基準値及び前年度の値と比較し、
悪化したものの、「実質公債費比率」は、公営企業や一部事務組合等の地方債の償還に充てた
と認められる繰入金又は負担金の減少により、基準値及び前年度の値は改善した。
　今後は、高齢化社会の進展に伴う扶助費や公共施設の老朽化による維持補修費などの事業費
の増加により、両指標の悪化が予想されるため、既存事業の見直しや優先順位をつけ事業を行
うなど、引き続き経常経費の削減に努めていく必要がある。

成果動向 ○順調　　　　　　　　　　○横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

NO キー
コード 事業名 担当課 活動進捗 成果状況 次年度に向

けての課題
次年度
方向性

出力日: 2023年6月17日

単位施策内事務事業評価表（通常評価）

完了 0

Administrator
長方形



東海市施策評価システム 単位施策評価表

単位施策 03 公正な課税と納税意識を高める

体系
章
施策
単位施策主管課

理念地域づくり・行政経営 快適
38 効率的で健全な行財政運営を進める

収納課

成果指標

3831指標番号

方向性
収納率（市税現年課税分）

単位
％

基準値 R02 R03 R04
99.0 99.4 99.6 99.6

指標の推移 対基準値 → 改善 対前年度 → 横ばい

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

指標番号

方向性

単位 基準値 R02 R03 R04

指標の推移

単位施策内の事業進捗状況(事業数)
活動進捗
成果状況
次年度に向けての課題
次年度方向性

非常に順調
向上

あり（重大）
維持

予定通り
維持・横ばい
あり

見直し

遅延あり
低下
なし

休廃止

0
0
0

8

8
8
0

0

0
0
8

0

単位施策の評価
　単位施策の成果動向は、順調と評価する。
　「収納率」は、基準値から0.6ポイント向上している。その理由としては、給与照会等の財
産調査や滞納処分の強化によるものと考える。
　今後も、キャッシュレス決済や口座振替の推進による納期内納税者の増加を図るとともに、
引き続き文書催告や滞納処分を実施し、税の公平性を確保していく。

成果動向 ●順調　　　　　　　　　　○横ばい　　　　　　　　　　○順調でない

NO キー
コード 事業名 担当課 活動進捗 成果状況 次年度に向

けての課題
次年度
方向性

出力日: 2023年6月17日

1 98 市民税賦課事業 税務課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

2 101 固定資産税・都市計画税賦課事業 税務課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

3 102 土地家屋現況図管理経費 税務課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

4 104 土地鑑定事業 税務課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

5 108 軽自動車税賦課事業 税務課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

6 113 差押物件売却事業 収納課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

7 114 徴収嘱託員設置事業 収納課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

8 117 県外臨戸徴収事業 収納課 予定通り 維持・横ばい なし 維持

単位施策内事務事業評価表（通常評価）

完了 0


